
藤
原
定
家
筆
「
記
録
切
」

―
―『
明
月
記
』
建
仁
元
年
一
一
月
二
六
日
条
（
前
後
欠
）

石

澤

一

志

は
じ
め
に

藤
原
定
家
の
日
記
『
明
月
記
』
は
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
二
月
か
ら
嘉

禎
元
年
（
一
二
三
五
）
一
二
月
に
至
る
ま
で
の
記
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
多
く

の
写
本
の
ほ
か
に
、
定
家
自
筆
と
さ
れ
る
原
本
群
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
今
に
伝
わ
り
、
そ
れ
ら
は
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
冷
泉
家
を
離
れ
、
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
も
ま
た
、

か
な
り
の
数
に
上
る
。

室
町
時
代
の
末
か
ら
江
戸
時
代
以
降
、
室
町
時
代
前
期
よ
り
も
前
に
書
写
さ

れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
籍
が
「
古
筆
」
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
る
現
象
が
起

こ
り
、
そ
れ
ら
は
一
紙
・
一
葉
、
つ
ま
り
巻
子
本
の
紙
の
一
枚
分
や
冊
子
本
の

半
丁
分
か
ら
、
数
行
単
位
に
ま
で
分
割
・
断
簡
化
さ
れ
、「
古
筆
切
」
と
呼
ば

れ
て
珍
重
・
賞
翫
さ
れ
た
。「
古
筆
切
」
は
軸
装
（
掛
軸
）
に
さ
れ
て
茶
の
湯

て
か
が
み

の
席
を
飾
っ
た
り
、
蛇
腹
状
に
折
り
た
た
ん
だ
厚
手
の
台
紙
で
出
来
た「
手
鑑
」

や
「
屛
風
」
な
ど
に
押
さ
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
古
筆
切
を
蒐
集
し
、
鑑

賞
す
る
こ
と
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
以
降
の
『
百
人
一
首
』
の
爆
発

的
な
流
行
も
あ
り
、
歌
人
・
藤
原
定
家
の
名
声
は
各
方
面
で
高
ま
り
を
見
せ
、

個
性
的
で
独
特
の
書
風
で
知
ら
れ
る
そ
の
筆
跡
は
「
定
家
様
」
と
呼
ば
れ
て
各

方
面
か
ら
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
た
。
そ
し
て
定
家
の
自
筆
で
あ
る『
明
月
記
』

も
ま
た
、
分
割
・
断
簡
化
さ
れ
て
「
古
筆
切
」
と
な
り
、
現
在
諸
所
に
そ
れ
が

伝
わ
っ
て
い
る
。

本
稿
は
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
枚
を
報
告
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
定
家
の
自
筆
部
分
が
散
逸
し
て
今
に
伝
わ
ら
ず
、
後
世
の
写
本
に
よ
っ
て
の

み
そ
の
本
文
が
伝
わ
っ
て
い
た
箇
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
今
回
、
そ
の
自
筆
部
分

が
再
び
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
写
本
で
伝
わ
っ
て

き
た
本
文
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
古
筆
切
」
と
な
っ
た
『
明
月
記
』

に
特
有
の
、
興
味
深
い
現
象
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
以
下
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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新
出
断
簡
の
紹
介
と
考
察

ま
ず
、
当
該
断
簡
の
書
誌
を
示
す
。
縦
一
八
・
四
、
横
一
六
・
三
糎
。
本
文

は
六
行
。
墨
界
が
あ
り
、
上
部
に
、
〇
・
五
糎
幅
の
二
重
界
が
二
条
引
か
れ
る

が
、
そ
の
二
条
の
界
高
は
三
・
八
糎
。
下
部
に
一
条
の
墨
界
を
引
き
、
そ
の
界

高
は
一
三
・
九
糎
（
上
）
と
一
〇
・
一
糎
（
下
）。
料
紙
は
楮
、
裏
打
ち
が
施

さ
れ
る
も
、
書
写
面
は
や
や
荒
れ
が
見
ら
れ
、
比
較
的
新
し
い
虫
損
も
見
ら
れ

る
。
極
札
が
一
枚
付
属
。
古
筆
了
珉
（
一
六
四
五
〜
一
七
〇
一
、
五
七
歳
）
の

極
め
で
、
元
禄
一
四
（
一
七
〇
一
）
二
月
の
鑑
定
と
わ
か
る
。
以
下
、
そ
れ
ら

を
含
め
た
翻
字
を
示
す
。

【
極
札
】

「
定
家
卿
親
国

公
仲

範
宗
（
琴
山
）」（
表
）

「（
割
印
）
記
録
切
辛
巳
二
（
了
珉
）」（
裏
）

【
本
紙
】

「

源
大
納
（
言
）

□
大
宮
大
夫

親
国

公
仲

範
宗

車
忽
借
女
房
与
隆

隆
信
ゝ
ゝ

成
家
ゝ
ゝ

隆
範

隆
兼

相
乗

帰
宅

」（
表
）

「

「
仁
治
」（
小
紙
片
）

黄
門
定
家
卿

」（
裏
）

（
図
版
１
）
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古
筆
了
珉
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
記
録
切
」
と
さ
れ
、『
新
撰
古
筆

名
葉
集
』（
安
政
五
年
刊
）
に
は
、
藤
原
定
家
の
項
に
「
明
月
記
切
（
同
）」
と

し
て
「
紙
立
一
尺
許
杉
原
鳥
ノ
子
等
不
定
俗
ニ
大
記
録
ト
云
」「
帋
立
五
寸
許

帋
同
上
俗
ニ
小
記
録
ト
云
」
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
後
者

に
つ
い
て
は
、
実
は
そ
の
内
容
は
『
明
月
記
』
で
は
な
く
、
定
家
の
書
写
し
た

『
長
秋
記
』
を
含
む
、
古
記
録
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
該
断
簡
に
つ
い
て
は
、
本
文
を
閲
し
た
と
こ
ろ
『
明
月
記
』
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
一
一
月
二
六
日

条
の
一
部
と
し
て
、
写
本
で
伝
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
に

『
翻
刻
明
月
記
』（
朝
日
新
聞
社
・
二
〇
一
二
）
か
ら
、
当
該
部
分
の
本
文
を

引
用
す
る
（
注
１
）。

廿
六
日
天
晴
、

巳
時
参
安
楽
寿
院
、
人
々
漸
参
集
、
午
時
許
、
理
趣
三
昧
結
願
、

未
三
点
許
事
了
、
有
布
施
、
数
反
取
之
、
即
退
出
、
参
入
人
々
、

源
大
納
言

大
宮
大
夫

隆
信
ゝ
ゝ

成
家
ゝ
ゝ

下
官

親
国

公
仲

範
宗

隆
範

隆
兼

車
忽
借
女
房
、
与
隆
兼
相
乗
帰
宅
、

秉
燭
以
前
、
相
具
女
房
、
向
三
条
坊
門
（
以
下
略
）

ゴ
シ
ッ
ク
に
し
た
の
が
当
該
断
簡
と
一
致
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
比
較
す
る

と
わ
か
る
よ
う
に
、
当
該
断
簡
は
本
文
の
一
部
が
欠
落
し
、
ま
た
本
文
に
か
な

り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

そ
こ
で
当
該
断
簡
を
具
に
観
察
し
て
み
る
と
、
面
白
い
こ
と
が
分
か
っ
て
く

る
。
ま
ず
、
最
初
の
三
行
を
見
て
み
る
と
、
三
行
分
の
行
末
の
字
の
部
分
が
左

斜
め
に
向
か
っ
て
ぼ
や
け
て
、
紙
の
繊
維
が
毛
羽
立
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

さ
ら
に
詳
細
に
見
る
な
ら
ば
、
一
行
目
末
の
「
大
宮
大
夫
」
の
「
夫
」
の
左
側

に
欠
損
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
大
」
の
字
の
二
画
目
の
払
い
の
部
分
に
も
及
ん
で

い
る
。
そ
し
て
そ
の
欠
損
は
、
二
行
目
末
の
「
範
宗
」
の
「
範
」
の
最
終
画
の

（
図
版
２
）
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部
分
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
（
図
版
３
）。
ま
た
「
大
宮
大
夫
」
の
字
の
右
側

全
体
に
紙
の
毛
羽
立
ち
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
上
に
あ
る
「
源
大
納
（
言
）

□
」
の
字

の
大
部
分
に
見
ら
れ
る
紙
の
欠
損
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る

（
図
版
４
）。
さ
ら
に
、
三
行
目
と
四
行
目
の
、
本
文
が
改
行
し
て
四
・
三
糎

ほ
ど
下
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
行

間
を
注
視
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に

は
、
前
二
行
と
の
行
間
隔
の
違
い

と
共
に
、
紙
を
食
い
裂
き
し
て
継

い
で
い
る
痕
跡
が
見
え
る
の
で
あ

る
（
図
版
５
）。
そ
し
て
、
四
・

五
行
目
と
、
六
行
目
の
間
も
食
い

裂
き
し
た
継
ぎ
跡
が
見
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
四
・
五
行
目
と
六
行
目
の

周
辺
に
は
、
紙
の
繊
維
が
ほ
ぐ
れ

て
も
や
っ
と
し
た
部
分
も
あ
り
（
図
版
６
）、
五
行
目
の
「
隆
範
」
の
字
の
左

端
に
は
、
六
行
目
の
「
相
乗
」
の
字
の
紙
の
繊
維
の
一
部
が
重
な
っ
て
い
る
の

も
、
分
か
る
の
で
あ
る
（
図
版
７
）。

つ
ま
り
、
当
該
断
簡
は
、
①
一
・
二
・
三
行
②
四
・
五
行
③
六
行
の
三
つ

に
分
か
れ
て
お
り
（
図
版
８
）、
そ
れ
を
巧
み
に
継
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る

（
図
版
３
）

（
図
版
６
）

（
図
版
４
）

（
図
版
５
）

（
図
版
７
）
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①②③

①

②
③

こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
①
の
一
・
二
行
目
の
下
に
②
四
・
五
行

目
を
、
①
の
三
行
目
の
下
に
③
六
行
を
移
動
さ
せ
る
と
、
写
本
で
示
さ
れ
る

本
文
の
姿
に
近
づ
く
こ
と
と
な
り
、
四
行
目
の
「
成
家（
朝
臣
）

ゝ
ゝ
」
の
下
に
あ
る
べ

き
「
下
官
」
の
二
字
と
、
三
行
目
の
「
隆
」
の
後
に
続
く
べ
き
「
兼
」
の
一
字

の
欠
損
を
想
定
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
『
明
月
記
』
の
原
態
を
復
原
す
る
こ
と

が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
図
版
９
）。

筆
跡
的
に
も
、
当
該
断
簡
の
前
に
位
置
す
る
『
明
月
記
』
原
本
は
冷
泉
家
に

現
存
す
る
が
（
注
２
）、
建
仁
元
年
一
一
月
二
三
日
条
三
行
目
に
あ
る
「
公
仲

範
宗
隆
兼
」
と
、
六
行
目
の
「
成
家（
朝
臣
）

ゝ
ゝ
」
と
記
さ
れ
た
字
を
比
較
す
る
と
、

両
者
は
お
そ
ら
く
同
筆
で
、
定
家
の
自
筆
と
考
え
て
問
題
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
の
で
あ
る
（
注
３
）。

「
古
筆
切
」
と
し
て
の
『
明
月
記
』

以
上
、
新
出
の
『
明
月
記
』
断
簡
を
紹
介
し
た
。
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）

の
一
一
月
二
六
日
条
の
ご
く
一
部
分
だ
け
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
定
家
の

自
筆
で
あ
り
、
従
来
原
本
の
知
ら
れ
な
か
っ
た
箇
所
で
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
な

り
の
意
味
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
故
『
明
月
記
』
を
現
状
の
よ
う
な
形

に
「
改
変
」
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
尾
上
陽
介
氏
に
「『
明
月
記
』
原
本
の
特

異
性
―
芸
術
作
品
と
し
て
の
日
記
原
本
―
」（『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

二
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
七
・
六
）
の
論
考
が
あ
り
、
そ
こ
で
種
々

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
『
明
月
記
』
は
様
々
な

形
で
取
引
さ
れ
、
珍
重
さ
れ
た
。
本
稿
で
も
最
初
に
述
べ
た
ご
と
く
、
江
戸
時

（
図
版
９
）

（
図
版
８
）
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代
に
於
け
る
「
古
筆
」
と
「
古
筆
切
」
の
流
行
、
と
い
う
こ
と
に
こ
そ
、
そ
の

理
由
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

写
本
で
確
認
す
る
と
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
後
半
、
一
〇
月
以
降
一

二
月
ま
で
の
記
事
に
は
破
損
し
た
部
分
が
多
く
、
そ
の
た
め
記
事
を
時
系
列
で

追
う
こ
と
す
ら
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
よ
う
だ
（
注
４
）。
そ
の
理
由
は
不
明

だ
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
保
存
状
態
が
良
く
な
く
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
紙
背
に

あ
っ
た
文
書
を
相
剝
ぎ
し
た
た
め
、
本
文
が
破
損
状
態
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
元
々
は
巻
子
本
で
「
紙
立
一
尺
許
杉
原
鳥
ノ
子
等
不
定
俗
ニ

大
記
録
ト
云
」
と
い
う
『
明
月
記
』
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
の
も
の
で
あ
れ
、

大
歌
人
・
藤
原
定
家
自
筆
の
「
古
筆
切
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。
そ
こ
に
加
え

て
、
元
々
の
装
訂
の
違
い
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
縦
の
大
き
さ
が
「
帋
立

五
寸
許
」
と
半
分
ほ
ど
の
「
俗
ニ
小
記
録
ト
云
」
よ
う
な
、
別
種
の
定
家
筆
の

も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
破
損
し
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
本
文
が
失
わ
れ
、
そ

れ
だ
け
で
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
よ
う
な
状
態
の
『
明
月
記
』
に
手
を
加
え
、

ほ
ぼ
正
方
形
の
色
紙
形
の
よ
う
に
仕
立
て
直
し
、
墨
界
ま
で
引
い
て
、
い
か
に

も
そ
れ
ら
し
い
姿
へ
と
改
変
し
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
に
内
容
的
な
整
合
性
な
ど
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
、
歴
史
的

資
料
と
し
て
の
定
家
自
筆
日
記
『
明
月
記
』
へ
の
配
慮
な
ど
は
皆
無
で
あ
る
。

ゆ
え
に
当
該
断
簡
な
ど
は
、
現
在
の
歴
史
研
究
の
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
頗
る
怪

し
い
代
物
で
あ
り
、
い
か
に
も
眉
唾
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
さ
に
こ
れ
は
「
古
筆
」
的
な
意
味
に
お
い
て
価
値

が
あ
り
、
歴
史
的
な
人
物
で
あ
る
藤
原
定
家
が
自
ら
筆
を
執
っ
た
、
現
在
も
引

く
手
あ
ま
た
の
高
い
人
気
を
誇
る
『
明
月
記
』
の
断
簡
―
古
筆
了
珉
の
極
め
に

従
え
ば
「
記
録
切
」
―
と
し
て
流
通
し
、
今
に
至
る
。
一
見
、
怪
し
げ
な
姿
に

な
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
稿
者
の
ご
と
き
者
で
も
手
に
取
る
僥
倖
に
恵
ま
れ
得

た
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

改
め
て
当
該
断
簡
を
見
て
み
る
。
定
家
の
二
人
の
兄
、
隆
信
（
異
父
兄
）
と

成
家
の
名
前
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
文
学
研
究
の
側
か
ら
す
れ
ば
十
分
に
楽

し
い
の
で
あ
る
が
、
少
し
だ
け
気
に
な
る
の
は
「
下
官
」
の
二
字
が
な
い
こ
と
。

定
家
が
自
ら
を
称
す
る
時
に
用
い
る
「
下
官
」
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
何
と
も

惜
し
い
が
、
こ
れ
は
、
果
た
し
て
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
の
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
、
古
筆
鑑
定
家
の
中
に
は
、
数
行
ど
こ
ろ
か
、
数
字
単
位
に
ま
で

な
っ
て
し
ま
っ
た
古
筆
切
ば
か
り
を
集
め
て
、「
小
手
鑑
」
な
る
も
の
を
調
製

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
（
注
５
）。
そ
れ
ら
に
押
す
に
は
、
定
家
筆
の
「
下

官
」
の
文
字
な
ど
は
、
最
適
で
あ
る
。
こ
の
二
字
が
な
い
の
は
、
単
に
偶
然
か
、

そ
れ
と
も
故
意
に
か
。
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
い
づ
れ
に
せ
よ
、
当

該
断
簡
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
「
下
官
」
の
文
字
が
、
ど
こ
か
で
ま
だ
ひ
っ
そ

り
と
、
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

注
（
１
）
底
本
は
「
東
山
御
文
庫
本
」（
勅
封
十
―
三
―
十
三
、
同
十
四
）（
１１６
）

で
、
二
本
に
ま
た
が
る
錯
簡
を
正
し
た
状
態
の
本
文
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

建
仁
元
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
の
『
明
月
記
』
本
文
は
、
原
本

破
損
の
状
態
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
写
本
に
於
い
て
も
本
文
に
混
乱
が
見
ら
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れ
る
。

（
２
）
『
明
月
記
一
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
五
六
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九

三
）
二
〇
二
頁
以
下
。
当
該
断
簡
の
直
前
に
位
置
す
る
、
一
一
月
一
三
日

〜
二
三
日
ま
で
の
記
事
に
つ
い
て
は
二
〇
四
〜
二
〇
八
頁
。

（
３
）
同
前
、
二
〇
八
頁
。

（
４
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
徳
大
寺
家
本
『
明
月
記
』（『
明
月
記
徳
大
寺

家
本
』
二
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四
）
の
解
説
（
尾
上
陽
介
氏
、
五
一

九
・
五
二
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
第
八
冊
目
に
、
建
仁
元
年
一
〇
月
以
降
の

部
分
的
な
記
事
が
混
在
し
て
い
る
。
な
お
、
原
本
の
残
存
状
況
に
つ
い
て

は
、
同
じ
く
尾
上
陽
介
氏
に
よ
る
「『
明
月
記
』
原
本
及
び
原
本
断
簡
一

覧
」『
明
月
記
研
究
提
要
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
）
に
詳
し
い
。

（
５
）
某
氏
蔵
小
手
鑑
「
玉
塵
」
の
帙
見
返
し
に
「
小
手
鑑
と
い
ふ
こ
と
む
か

し
は
な
し
了
伴
好
み
て
よ
り
己
も
今
こ
れ
を
も
の
し
て
玉
塵
集
と
名
つ

け
」（
後
略
）
と
い
う
明
治
一
一
年
の
古
筆
了
仲
の
識
語
が
あ
る
。
同
手

鑑
に
は
、
定
家
筆
と
さ
れ
る
古
筆
切
は
あ
る
も
の
の
「
下
官
」
の
二
文
字

で
は
な
い
。
他
に
も
同
様
の
小
手
鑑
は
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
お
り
、
確
認

し
た
が
未
見
で
あ
る
。
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